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人口 230，310人

後手事 73，548t監事事

(60年12汚 1日現在 日年開勢調査ベース)

金
問
問
小
学
校
跡
地
に
議
設
中
の
体
育
銭
付
公
渓
館
完
成
予
惣
劉

生
の
地
を
記
念
し
て
、
談
話
亨
の

壁
に
、
絵
タ
イ
ル
で
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
嫌
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

避
難
パ
ル
コ
ニ
j
も

二
酔
抽
出
附
分
は
、
多
目
的
ホ
i
ル

と
し
て
の
集
会
室
や
A
嘉
日
室
な
ど

公
民
館
と
し
て
の
施
設
を
備
一
え
て

い
ま
す
。
特
徴
は
、
一
一
潜
部
分
に
避
難
用

の
バ
ル
コ
ニ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。
立
関
脇
の
半
十
円
形

の
モ
ダ
ン
な
階
段
を
昇
る
と
、
パ

ε

ル
コ
ニ
ー
か
尋
常
会
室
笠
議
案
一
刷

費
心
年
の
非
行
化
は
、
大
き
な
多
間
化
を
も
意
凶
し
て
お
り
、
小
て
、
文
部
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
る
な
ど
へ
行
け
る
こ
と
に
な
り
ま
副

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
中
学
校
の
体
背
品
施
設
問
終
丘
と
も
ほ
ど
で
し
た
。
ま
さ
に
、
地
域
コ
す
。

地
域
、
家
庭
、
学
校
の
高
湊
な
く
に
、
こ
れ
か
ら
の
活
用
が
期
待
さ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
置
レ
ク
リ
ェ
1
シ
ヨ

し
て
は
解
決
で
き
い
と
い
わ
れ
れ
る
わ
け
で
す
。
ン
の
発
生
の
地
で
あ
り
ま
す
o

駐

車

場

は

話

会

仏

て

い

ま

す

。

ユ

輩

出

は

ス

ポ

i
y材
料

金

密

地

区

を

き

っ

か

け

に

、

こ

分

を

設

寵

す

る

崎

今

、

必

婆

な

の

は

地

域

コ

ミ

ー

れ

か

ら

、

全

市

に

む

け

て

地

域

体

同

二
一
ア
ィ
の
復
活
で
す
。
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
体
育
育
館
施
設
の
塾
講
が
進
め
ら
れ
ま
建
物
は
、
体
育
館
と
公
民
館
が
制

社
会
教
育
諌
で
は
、
地
域
コ
ミ
館
付
公
民
館
が
建
設
さ
れ
る
金
田
す
。
一
つ
の
建
物
と
し
て
雰
訂
さ
れ
て
調

ユ
ニ
テ
ィ
の
場
の
提
供
と
し
て
、
地
区
は
、
昭
一
利
二
十
五
年
新
生
活
地
竣
体
務
鎮
の
機
細
部
い
ま
す
o

震
被
は
、
付
近
の
臼
影

i
d

一
小
学
校
阪
に
一
公
民
抽
出
を
建
設
運
語
の
モ
デ
ル
村
と
し
て
県
か
ら
を
考
議
し
て
寄
せ
棟
型
で
、
外
壁

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
花
水
公
民
禁
足
さ
れ
た
と
き
、
野
良
体
操
や
将
来
計
画
は
、
全
市
奇
数
ブ
ロ
は
新
幹
線
の
騒
音
を
考
え
、
コ
ン

館
の
よ
う
に
、
老
朽
化
し
た
公
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
奨
励
し
ま
し
ッ
ク
に
分
け
ず
¥
地
域
一
体
育
館
を
ク
リ
l
ト
打
ち
化
粧
横
リ
ブ
(
ギ
恥

舘
は
、
慾
で
替
え
工
事
を
進
め
て
た
。
特
に
、
各
家
縫
に
パ
レ
1
ボ
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ザ
ギ
ず
の
跡
事
を
使
用
し
、
騒
点
目
同

い
ま
す
。
ー
ル
室
田
及
さ
せ
、
全
霊
あ
げ
具
体
的
に
は
、
第
二
次
総
会
室
引
の
拡
散
を
図
っ
て
い
ま
す
。
同

こ
の
よ
う
に
、
公
民
館
は
、
生
て
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
く
麗
の
改
一
疋
一
時
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
決
駐
車
場
は
、
約
三
十
八
台
分
投
開
開

涯
教
育
の
場
と
し
て
、
地
域
コ
ミ
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
村
と
し
て
か
全
定
や
年
次
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
他
地
区
白
被

ユ
一
一
一
ア
ィ
の
拠
均
と
し
て
、
大
切
国
一
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
村
砂
と
し
に
な
り
ま
す
。
か
ら
の
利
用
に
も
便
利
で
す
。
舗

な

役

目

を

果

た

し

て

い

ま

す

。

最

ま

た

、

お

年

寄

り

の

要

望

に

こ

在
、
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
ェ
l

一

時

期

立

ム

追

え

表

/

ま

た

え

庭

の

一

部

分

を

利

用

し

-亀日
μ
し
F
Jぺ
;
。
ノ
カ

シ
ヨ
ン
も
活
発
化
し
て
、
抽
出
域
に

-

J

F

て
、
領
木
等
の
ほ
場
も
裳
備
さ
れ
晶

体

育

施

設

の

一

要

望

も

高

ま

っ

て

い

パ

レ

i
コ

!

ト

ニ

麗

の

誌

さ

る

こ

と

に

な

り

手

。

恥

ま

す

。

そ

こ

で

、

地

域

の

ふ

れ

あ

隣

接

地

に

は

、

消

防

十

五

分

間

凶

悔

い
が
も
っ
と
盛
ん
に
な
る
き
、
体
裏
付
金
沼
公
民
意
、
約
す
。
一
階
部
分
に
は
、
料
礎
教
室
や
防
災
倉
庫
が
あ
り
ま
す
の
で
、
橋

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
ず
t
¥

金
問
地
四
億
内
を
投
じ
て
、
金
田
小
学
校
が
開
け
る
調
理
室
や
生
花
、
お
災
害
時
に
は
地
域
の
拠
点
基
地
と
鱗
町

区
に
体
育
館
付
公
民
館
の
建
設
が
跡
地
に
建
設
中
で
す
。
従
来
の
公
茶
、
お
年
寄
り
に
も
利
用
で
き
る
し
て
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。
時
動

決
ま
り
一
ま
し
た
b

民

館

部

分

に

、

体

育

館

(

床

出

国

穣

畳

の

部

屋

、

教

養

窓

な

ど

、

生

緩

議

七
百
二
十
平
方
む
を
一
併
設
す
る
警
の
場
所
が
蓄
さ
れ
ま
す
ー
利
用
方
法
は
追
品

ス

ポ

ー

ツ

都

市

平

塚

喰

も
の
て
九
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ま
た
、
釜
高
を
利
用
す
る
入
っ
て
お
知
ら
せ

こ
の
地
域
体
育
館
繕
想
は
、
第
コ
i
ト
が
…
一
頭
と
れ
る
ス
ペ
ー
ス
た
ち
が
待
ち
合
い
場
所
と
す
る
談

二
次
平
塚
市
総
合
総
券
訂
十
回
に
纂
が
あ
り
ま
す
(
一
千
人
程
度
の
中
認
塗
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
金
問
公
民
館
は
、
従
来
ど
お
り

づ
く
も
の
で
、
昭
和
の
域
づ
く
り
学
校
体
育
館
の
広
さ
)
。

ζ
の
の
一
角
に
は
、
体
育
館
の
中
か
ら
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と

「
総
合
公
扇
)
と
併
せ
て
、
ス
ボ
外
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
卓
球
、
体
も
様
子
が
わ
か
る
よ
う
、
ガ
ラ
ス
し
て
、
生
涯
教
育
の
場
に
利
用
さ

1
ツ
都
市
平
塚
へ
の
第
一
歩
で
操
等
、
幅
広
い
イ
ン
ド
ア
ス
ポ
1

張
り
の
乳
幼
児
室
が
轄
寵
摘
さ
れ
、
れ
ま
す
。
体
背
品
聞
は
、
全
市
民
を

す
。
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
ツ
が
楽
し
め
る
体
育
館
で
す
。
マ
マ
さ
ん
が
安
心
し
て
、
ス
ポ
1

対
象
に
、
ス
ポ
ー
ツ
と
レ
ク
リ
ェ
L

と

し

て

、

ま

た

、

ス

ポ

ー

ツ

・

レ

ー

ツ

や

教

養

議

康

か

受

け

ら

れ

る

よ

1
シ
ョ
ン
の
場
と
し
ず
¥
利
用
用
し
叩

ク
リ
ェ

I
シ
ヨ
ン
の
拠
点
と
し
乳
幼
児
室
を
設
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
で
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

A

て
、
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
け
た
談
話
室
を
ん
、
法
皇
を
利
岡
市
す
る
人
の
吏
利
関
一
方
法
に
つ
い
て
は
、
見
慣
口

明

る

い

ま

ち

づ

く

り

や

、

青

少

年

衣

室

や

シ

ャ

ワ

ー

も

取

り

付

け

ら

体

首

品

開

に

準

じ

F夜
い
と
な
り
ま

の
健
全
育
成
に
も
役
立
ず
手
品
す
。
公
民
館
は
、
二
階
建
で
で
一
階
れ
て
い
ま
す
。
す
が
、
詳
し
い
こ
と
は
、
決
ま
り

ま
た
、
教
育
施
設
の
復
合
化
、
部
分
が
四
百
九
十
平
方
討
あ
り
ま
さ
ら
に
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
村
発
し
だ
い
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

イ

県
下
組
一
の
公
民
館
施
設
整
轡
を
誇
る
平
塚
市
は
、
地
域
コ
ミ
コ
ニ
テ
ィ
へ
の
新
た
な
期
待

を
込
め
て
、
金
田
地
院
に
体
音
絵
付
公
民
館
を
建
設
し
て
い
ま
す
。
四
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予

定
で
す
が
、
完
成
す
る
と
、
克
附
ム
ロ
体
育
的
聞
に
次
ぐ
平
塚
市
一
品
番
目
の
一
体
育
館
と
な
り
、
ス
ポ

ー
ツ
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
拠
有
と
し
て
、
古
川
良
の
み
な
さ
ん
に
利
用
さ
れ
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
体
育
施
設
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。
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(2) 富召辛苦6寸ま革守舟守 58重寵4守4呈吾

4
月
倒
的
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
す
る

市
民
佐
養
の
郷
で
あ
る
天
城
湯
白
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ケ
島
町
に
建
設
中
の
宿
泊
施
設
l
ト

慨
は
、
こ
の
ほ
ど
「
ひ
ら
つ
か
天
城
マ
申
し
込
み

1
月
初
日
か
ら
夫

伊
山
荘
」
と
名
称
が
決
ま
り
、
間
同
月
城
湯
ケ
島
町
農
林
課
(
電
話
。
五

期
二
十
四
日
か
ら
利
用
で
き
る
こ
と
五
八
千
五
一
一
一
一
)
で
受

め

に

な

っ

た

。

け

付

け

る

o

m
同
月
か
ら
は
、
ひ
ら

M

7
所
在
地
静
潟
県
町
田
方
郡
天
城
っ
か
天
城
山
荘
(
電
諾
敷
設
中
)

鴻
湯
ケ
鳥
対
上
船
原
一
一
一
一
O
i
一
で
直
接
受
け
付
け
る
。

加
マ
交
遥
方
法
車
で
約
2
夜
間
中
信
泊
施
設
使
用
料
(
食
事
別
)

巾
篭
車
。
パ
ス
利
用
の
場
合
は
、
修
@
大
人
一
千
五
百
円

目
撃
か
ら
東
海
パ
ス
土
平
松
崎
・
小
、
中
学
生
一
千
円

行
き
で
小
檎
(
こ
な
ら
)
地
蔵
下
・

3
歳
以
上
四
百
円

醐

同

車

徒

歩

ぬ

分

・

休

憩

1
室
1
時
間
七
百
円

磯

マ

施

設

の

概

要

な

お

、

ス

ポ

ー

ツ

貌

臨

も

有

料

く問

一

・

宿

泊

施

設

客

室

8
室
、
定
員
と
な
る
。
詳
し
く
は
、
市
地
域
づ

を

一

品

人

く

り

議

市

民

生

活

係

(

内

線

二

回

噛

一

門

ど

の

よ

う

F

秀

婆

ム

・

ス

ポ

ー

ツ

施

設

野

球

場

、

多

回

)

へ

お

問

い

合

わ

笠

宮

。

。

一

室

職

員

で

、

彊

裏

書

っ

一

1
t
f
1
i
f
-
t
f
a
y
i
f
1
i
f
1
s
f
1
i
f
1
i
f
1
t
f
1
t
o

法
一
」
取
り
組
む
。
③
O
A
化
を
中
心
一
が
保
た
れ
、
経
済
的
効
薬
が
期
待
一
の
合
意
セ
基
調
に
し
、
遺
主
化
に
一
マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
球
場
一
マ
場
所
管
出
関
係
は
用
度
謀
、

官

一

円

事

務

の

効

率

化

事

選

め

、

新

一

で

き

る

も

の

に

つ

い

て

は

、

民

間

同

一

努

め

て

い

く

。

一

電

話

お

二

六

六

)

一

工

事

関

係

は

禁

日

総

務

課

で

二
A
す
ま
で
ど
う
し
て
き
た
か
}
一
た
な
事
務
や
事
務
撃
の
増
加
に
対
一
の
専
門
的
知
識
や
技
術
そ
の
他
一
O
一
級
議
管
理
の
適
正
化
市
政
の
一
一
な
お
、
受
け
付
け
日
は
、
別
こ

側
一
平
警
で
は
、
語
一
一
一
十
一
~
一
年
一
応
し
て
い
く
。
議
会
主
民
の
一
の
能
力
を
活
用
し
て
、
委
託
章
一
警
に
お
け
る
襲
警
重
要
一
産
業
別
最
龍
一
望
す
る
。

向

一

目

立

刊

誌

践

的

持

一

勇

を

き

言

語

る

。

一

ド

許

諾

鵠

諮

問

崎

町

長

守

山

統

一

賃

金

の

改

正

一

塁

襲

撃

佐一

L
喝

L
h
a
-
-
:
:
Z
B
a
j
a
L

一
管
理
活
動
も
進
め
る
。
一
行
政
議
警
に
的
確
に
こ
た
え
ら
れ
一
神
奈
川
県
議
低
賃
金
額
が
、
昭
一
平
塚
市
学
校
給
食
会
で
は
、
昭

純

一

転

革

骨

営

側

擁

護

す

る

内

議

亘

書

寝

室

主

市

在

一

る

よ

毒

筆

充

実

し

て

い

く

。

一

和

六

十

年

占

か

ら

一

日

一

一

一

千

六

五

六

十

一

年

警

使

用

す

る

霊

長
一
ー
!
守
一
一
事
は
常
に
増
え
て
い
く
が
、
機
械
一
ま
た
、
付
属
機
演
や
協
議
会
な
ど
一
百
八
十
八
河
、
一
一
時
間
四
百
六
十
一
料
の
新
規
に
申
請
す
る
納
入
業
者

竺
O
O
A
暮
嚢
改
革
の
推
進
一
い
て
負
受
益
と
負
担
の
公
平
の
石
や
工
夫
に
よ
っ
て
昭
和
五
十
一
の
設
霊
草
見
直
し
も
行
っ
て
一
一
円
に
改
正
さ
れ
て
い
る
。
一
を
受
け
付
け
る
。

大
綱
に
ま
と
め
た
も
の
一
事
務
の
能
率
化
と
震
の
向
上
を
一
確
保
や
健
全
性
、
効
率
化
を
図
一
六
年
か
ら
職
員
の
定
数
は
抑
え
て
一
い
く
。
一
ま
た
、
こ
の
ほ
ど
産
業
別
最
低
一
マ
用
紙
交
付

1
月
刊
油
田
(
木
)

喜

望

つ

の

雪

一

で

構

成

進

め

る

た

め

の

柱

と

し

て

、

コ

ン

否

。

一

い

る

。

喜

左

著

書

替

え

一

{

こ

れ

か

ら

の

護

忍

五

金

額

か

決

定

さ

れ

た

詳

し

く

一

か

ら

1
2臼
(
さ
ま
で

一
ピ
ュ

1
タ
の
利
用
増
進
と
O
A
一
市
民
が
利
用
す
る
公
共
施
設
古
い
く
と
思
詰
る
が
、
O
A
化
一
す
で
に
、
長
改
革
推
進
章
一
は
、
平
塚
労
働
基
準
警
察
(
電
一
マ
場
所
事
政
委
主
教
育

有
機
械
化
を
進
め
る
。
す
で
一
は
、
設
事
管
理
運
営
を
べ
改
善
し
一
義
援
動
力
の
活
用
、
職
員
配
置
一
を
設
援
し
、
議
事
対
象
に
全
一
喜
男

8)
へ
。
一
委
員
会
学
説
明
謀
ゐ
線
五
一
一
一
)

一
尺
平
塚
市
の
O
A
語
、
市
町
一
丈
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
逆
行
に
竺
の
適
正
化
、
費
の
能
力
の
開
発
一
-
誌
に
進
め
て
お
り
、
行
革
大
綱
一
一
受
け
付
け
は

1
5
f
g

一
村
の
中
で
も
非
常
に
進
ん
で
お
一
め
る
。
毒
事
務
の
権
限
の
移
一
品
聖
書
っ
て
豊
富
一
員
容
を
、
さ
ら
に
盟
友
化
す
る
一
入
札
参
加
の
登
一
か
ら

1
2日
(
金
)
ま
で
。

一

戸

日

日

以

軒

目

許

諾

持

、

市

民

の

利

便

の

向

一

副

都

川

町

主

化

費

量

録

手

き

を

一

福

祉

手

当

が

一

機

器

喜

用

し

て

い

く

る

一

。

議

活

力

の

震

の

護

市

一

主

奪

還

室

、

特

殊

勤

務

改

正

さ

れ

る

一
ま
た
、
総
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
一
回
国
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
し
、
公
平
性
三
当
に
つ
い
て
は
、
受
苓
市
史

一
く
り
に
よ
る
窓
口
事
務
等
の
オ
ン
一
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
i
l
l
i
t
-
-
l
i
l
i
-
-
l
i
i
!

一
ラ
イ
ン
化
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
一

-

L

V

一
る
。
そ
の
た
め
に
、
費
の
事
務
一
ほ
議

m
E
喜

詩

ア

ノ

議

毛

筆

一
改
善
意
欲
や
問
題
意
韓
国
弘
議
め
、
一
;
!
唱
i
-
i
一

1
-
=
一:，

一

内

部

の

推

進

体

制

を

強

化

す

る

。

一

平

塚

球

場

で

場

内

放

送

員

な

ど

一
〈
〉
事
務
審
議
の
暴
臨
し
市
の
事
一

一
務
は
、
社
会
の
一
勲
向
や
市
民
m
戸
付
一
平
塚
球
場
で
は
、
野
球
競
法
理

一
政
需
要
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
い
く
一
営
に
携
ね
る
場
内
放
送

一
か
ら
、
常
に
効
果
的
に
行
え
る
よ
一
歩
術
翁
導
員
室
募
集
す

一
う
見
直
し
て
建
曹
、
効
率
化
を
進
一
マ
額
綴
・
募
桑
人
員

一
め
る
。
予
算
や
財
産
の
造
問
に
つ
了
場
内
放
送
員
(
女
性
)

平
塚
市
で
は
、
住
み
よ
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
岳
揖
レ
て
、
行
政
運
替
の
効
率
化
に
努
め

て
き
た
が
、
さ
ら
に
推
進
し
よ
う
と
、
こ
の
ほ
ど
、
平
塚
市
行
政
改
革
大
織
を
策
定
し
た
。
大

織
は
、
市
民
間
凶
体
の
代
議
と
学
識
経
験
者
か
ら
な
る
平
塚
市
行
政
改
革
推
進
懇
議
会
(
蔑
長

鈴
木
智
氏
・
自
治
会
連
絡
協
警
官
会
長
)
や
議
会
の
意
見
を
求
め
な
が
ら
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
大
綱
に
基
づ
き
、
一
一
一
月
蓄
広
む
に
具
体
策
を
ま
と
め
、
間
結
六
十
一
年
度
か
ら
笑
施
し
て

い
く
乏
泥
で
あ
る
。
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
湿
布
酔
と
ご
一
協
力
を
い
た
だ

き
た
い
。
大
綱
酬
の
主
な
様
要
は
次
の
と
お
り
。

2丹15時{土)

二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
ま
ち

づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ひ
ら
つ

か
発
ひ
ら
つ
か
行
」
が
関
か
れ

る
。
(
事
茄
自
治
)

マ
臼
時
吋

2
月
間
以
日
(
土
)
午
後

1
持
鈎
分
か
ら
4
持
ま
で

マ
会
場
平
塚
市
中
央
公
民
錯

す
内
容

・
講
演
「
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
」

東
海
犬
学
教
養
学
部
教
授
渋

谷
邦
男
氏

・
パ
ネ
ル
討
議

問
い
合
わ
せ
は
、
市
地
域
づ
く

り
課
(
内
線
二
六
回
)
へ
。

行
事
大
織
に
つ
い
て
の
潤
い
合

せ
は
、
念
課
企
画
整
課
へ
昭
和
六
十
一
年
度
の
入
札
h

章

一

一
一
た
ず
ね
を
。
一
を
希
議
さ
れ
る
業
者
は
、
登
議
手
一

l
i
l
i
-
-
l
i
i
i
i
一
続
き
を
。
な
お
、
六
十
年
度
登
録
一
四
同
け
か
ら
、
重
度
障
害
者
の
密

か
ら
1
月
お
臼
(
金
)
ま
で
一
済
み
の
業
者
は
、
手
続
き
の
必
要
一
社
手
当
が
改
正
さ
れ
る
。

マ
申
し
込
み
所
定
の
府
紙
で
平
一
が
な
い
。
一
と
れ
に
よ
り
、
在
宅
の
一
千
歳

塚
球
場
へ
。
用
紙
は
平
塚
球
場
で
一
マ
用
紙
の
頒
布
一
以
上
で
、
日
常
牛
漢
に
常
持
特
帥
別

配

布

し

て

い

る

。

一

・

期

間

2
月
1
臼
(
土
)

j

、2
一
の
介
護
が
必
要
な
方
に
、
月
額
二

な

お

、

多

数

の

と

き

は

、

専

一

月

官

五

万

円

の

特

別

障

害

者

手

当

が

支

給

a

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
操
作
員
(
選
手
一
ん
に
よ
り
決
定
す
る
。
プ
平
日
午
前
9
持
1
円
以
降
初
分
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

名

筆

耕

・

掲

示

)

日

入

一

マ

研

修

湖

面

同

一

午

後

1
持
1
4持
一

今

月

か

ら

受

け

付

け

て

い

る

の

ヤ
応
募
資
格
市
内
在
住
、
在
で
場
内
放
送
員

5
B随
一
・
土
曜
日
午
前
日
時
お
分
ま
で
一
で
、
該
当
さ
れ
る
方
は
申
請
を
。

一
勤
、
在
学
の
高
校
生
以
上
一
・
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
様
作
員

3
R
一
マ
頒
布
金
額
物
品
関
係
一
一
一
百
円
一
・
問
問
い
合
わ
せ
市
福
祉
総
務
謀

5
人
一
円
V

募
集
期
照

1
月
刊
油
田
(
木
)
一
間
一
工
事
関
係
四
百
円
一
更
生
諮
問
祉
係
(
内
線
一
一
一
一
一
一
)

前
田
氏
犠
談
窓

n
i一
一
一
一
内
線
一
一
九
一
一
一

O
人
揮
直
樺
相
談
「
1
月
町
田
(
火
)
、

2
R
4
日
(
火
)

合
行
撃
悶
摺
曙
銭
円
日
時
1
同時

〈
〉
一
輯
志
種
相
続
三
月
羽
田
(
火
)
、

2
月
6
日
(
木
)

2
月
四
日
(
火
)

予
約
制
(
電
語
で
も
可
)
、
日
時
3
同時

。
鐙
朝
刊
棋
耗
測
盤
調
談

2
月
日
臼
(
金
)
、
日
時
3
日時

。
住
宅
褐
談

1
月
白
日
(
火
)
、
日
時
1
M
時

。
一
鶴
市
農
相
談
毎
日
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
四
時
ま
で
、
臼

瞳
・
祝
日
は
除
く
)

。
消
議
桂
一
一
清
相
談

1
月
日
日
(
金
)
、
目
白
(
金
)
、
2
月
7
日(金)、

四
時
1
日
時

。
下
務
取
引
相
談

Z
丹
時
日
(
木
)
、
日
時
却
分
1
日
時

。
定
割
受
諾
談

2
月
日
日
(
木
)
、
叩
時
1
日
時

。
発
明
帯
議
特
許
相
談

2
月
3
日
(
月
)
日
時
1
日
時

青
少
年
一
機
整
案
(
市
民
セ
ン
タ
ー
扇
)ぉ
i
七
一
一
一
一
一

月
1
金
曜
日
9
時
1
日
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

霊

会

館

お

よ

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

八
Y
山
一
配
ご
と
相
談
毎
遇
月
曜
日
(
第
五
を
酷
く
て
日
時
1
日
時

。
母
子
相
談
瞳
週
月
J

、
金
曜
日
、

9
時
1
日
時
却
分

。
車
鹿
児
撞
相
談
嬉
趨
再
月
1
金
曜
日
、

9
時
3
M時

。
高
齢
者
磯
車
相
談
揮
週
月
1
金
曜
吾
、

9
時
却
卦
S
M時

土
壇
日
は
日
時
ま
で
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昭
和

ω年
ロ
月
初
日

平
塚
市

L〆

T
V
K
で
2
月
お
臼
放
映

快
適
な
生
活
濠
壌
を
纏
保
す
る

た
め
、
市
で
は
公
共
下
水
道
整
備

事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
公

共
下
水
道
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご

影
協
力
を
お
願
い
し
よ
う
と
、
平
塚

撮
市
で
広
報
番
組
「
私
は
下
水
道
」

時
を
制
作
し
た
。

機
こ
の
「
私
は
下
水
道
は
、
テ

糊
レ
ピ
神
奈
川
「
こ
ん
に
ち
は
神
奈

い
川
」
で
放
映
す
る
。
ぜ
ひ
、
ご
覧

一
一
い
た
だ
き
た
い
。

に
門
v
放
映
日
時
吋

1
月
町
品
目
(
土
)

許
午
後
5
持
品
分

と
マ
放
送
局

T
V
K
(テ
レ
ビ
神

加
奈
川

s
U
H口
F
)

遊
マ
番
組
名
こ
ん
に
ち
は
神
奈
川

市
な
お
、
放
映
し
た
テ
ー
プ
は
、

は
留
書
館
視
聴
覚
ヲ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で

私
貸
し
出
す
。
ご
利
用
を
。

" 
1

0

1

 

、t
r

。納税貯蓄総合とは

税金をみんなで助け合いながら、棄に納め

る方法、それが納説貯嘩組合の制度です。

。納税貯蓄組合の特典

納税調金の矛IJ患は、普通預金の利息より高

端です。預金利息には、所得税はかかりま

せん。納税カ匂時実で手数が省けます。組合

には補助金が交付されます。

Oj搬入の手続さきは
市内に同じ町内、同業者等を一定の単位と

した30(組合があります。お近くの組合に

申し込んでください。詳しいことは、収納

課管理部〈穏話23-1111内繰280)へ。

草寺

場
a
会

[婦人の主張者1
・平塚市地域婦人間体連絡会代表 館田貞子(東中原自治金)

・平車市生哲学棋連絡古代表 高橋サト(四之宮生活字キ

e平理市PTA連絡協議金代表 住藤正子(費出小PTA)
・平理市時親クラブ連絡会代表 笹尾幸子(上町A母親ク)

ー平理市公立幼椎盟PTA代表 JiI田啓子{晶幼PTA)
-融公募代表気 雫石照子〈南原)

書記念静電子演 「女がいのちと出会う袴j

弁綴::1:謹聾奨雅子先生

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
平
塚
は
、
過
去
に
戦
災
を
被
り
市
域
の
多

く
を
焼
失
し
た
、
悲
し
い
歴
史
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
の

わ
だ
く
し
た
ち
に
は
、
こ
う
し
た
惨
禍
を
く
り
返
す
こ
と
の
な
い

よ
う
、
平
和
を
均
一
v
り
次
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
責
務
が
あ
り
ま

す。
し
か
し
、
現
在
地
球
上
に
は
、
数
多
く
の
核
兵
器
が
蓄
え
ら

れ
、
人
類
に
深
刻
な
脅
威
を
与
え
て
い
ま
す
。

世
界
の
平
和
と
安
全
は
、
す
べ
て
の
人
の
駿
い
で
す
。
平
塚
市

は
、
「
間
際
平
和
の
年
」
そ
迎
え
る
に
あ
た
り
、
美
し
い
地
球
と

輝
か
し
い
未
来
を
守
る
た
め
、
日
出
既
定
で
あ
る
非
核
三
原
則
の
煩
守

と
あ
ら
ゆ
る
核
兵
器
の
廃
絶
を
綴
い
、
「
核
兵
務
廃
絶
平
和
都

市
」
を
笠
一
一
品
一
口
レ
ま
す
。
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一
月
一
日
、
市
内
の
各
地

で
、
一
応
思
駅
伝
や
マ
ラ
ソ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
寒
さ
も

吹
き
飛
ば
す
、
さ
わ
や
か
な

縦
伝
ス
タ
ー
ト
で
す
。

尚
一
蝿
一
月
六
日
に
は
、
消
防
出

先
初
め
式
。
今
年
は
、
オ
i
ミ

胸
ケ
ン
シ
跡
地
引
L

、
式
典
、
木

僚
選
り
ま
と
い
、
は
し
ご
乗

出
り
、
器
演
技
な
ど
が
一
繰
り

区
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

数
同
日
ま
た
、
初
め
て
の
新
春
を

B

必J
え
た
紅
谷
パ
ー
ル
ロ
ー
ド

で
は
、
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60主手渡一般会計歳入予算 (9Fl米)
区 分 予算事事 構成比 1人当たり

自主財源 362穣2309万円 80.7% 158，139円

市 税 27別意 186万円 62.2% 121τ811F弓

諸収入 54憶 2393万戸j 12.1% 23，679万

使用料及び手数料 7億3183万1.6% 3，195円

財産収入 6億5364万円1.4% 2，854P:3 

そ の他 15i:意1l83J;Pl 3.4% 6，600PJ 

依存財源 86穫 4994方向 19.3% 37，763月

間庫克出金 40億8594}]fr:J 9.1% 17，838P3 
県支出金 14荘重2888万円 3.2% 6，238円

前 糧費 221意11]2万f工 4.9% 9，653内

自動車取得税交付金 4億5800ノJ門 1.0% 1，999円

地方議号税 3憶 4600万円 0.8% 1. 511円

地方交付税 1000万円 0.0% 44円

そ の 他 1億 1000万円 0.3% 480内 2え懇撃を5 ゆ

合計 448纏 7303万円 195.9日2将 一円ふん一ã/~-)レロード はしご乗りの掛技に見とれっぱなし 新審の窓で"::r:イツ恥

自訴Q60年度の念な事業(9月末現投) ?孟44孟す量 生主な苦占昭
浜住宅建設事業 3億四悶円 1~主霊)二重 5 警 皇室荷主主翼
競技場繋備事業(継続 4穏 2378万円| 、 7Rー 賞 展でこ者 i十

i藤井出菅 示、同古川年
公扇用地貿収事業 13億8519万円[問主 きI ω 義恵三採量産
下オ路整備事業(豊田、議際タト) 2億 421万円 l性 Q l'e雅 由号 室役十ま干すの
路整備事業(山下第 1、真土第 4億1363万円 i話子 閉じ帯 答企明監ー?i手館
、土康琵皆、豊問、天神森外 1;'竺 主議 士蒜Fi畏ぷ J三円禁
改良事業(真土四号梯外 7億4016万円 i守苦手 厚5事 会轡売不全 三毛
癌却処理施設繋備事業 2宮9905万円島 小小 ノ田 I __ノタ

休養の郷宿泊施設整備事業 2億7005万円 1 7:旅三種 + 寄埜ふら ~ 2 ~照年
小学校校舎新改築事業 2好意6855万円 i殿 η 君主 高層ゑりしをて郵成年金慎て
小学校校舎新改築事業 4億2河5万円|臼霊感嘆等書官 _ 7主主主弓雲人て控司杉

小学校校舎新改築事業 31意2622万円 I2詰蓋ヲ哀のた忌 6子守 Z 雪合γ翁出
小学校長設内運動場新築事業 2億加3万円 1 !1]':乏苧怒旅さよそ3三民の量主主主 '4'嚢
学校ブール整備事業(継続 1億2911万円|ぎ hyd点募 L12Zj号星 芳一、てきぶ

中学校校舎新改築事業 9日7万円 1*ゑ」示 1 霊 。整基そ月 嬰?塁 間

中学校屋内運動場新築事業 2億四9万円 iさ 事長筆事 長念今宗惹さ之菜空
中学校ブール整備事業(継続 6465万円|か iiill2主主 笠~i:ß年臼為 (揚
学校校舎改構事業 2億4430万円|ら 体熔雨 ちを成か 照子藤
公民館新改築事業 3億895073円 ド工三ζ一一郎 f 山一一一一一一一一一一一一一一一一

公民館新改築事業 調印万円 i益重な警都ぞZK5庁纂霊葬間五逼員
センター整備事業 1億3443万内-~釜石鐙由民照一本含聖霊 23 セい学用 13

中学校夜間照明施設整備事業 幻悶丹~空襲位宗室謙語習空襲爵よ主主先三豆
ツピングモーn整嬬事業 2意5653万円 i護所属響霧 位理弱主の六 Iせ宝万木
忠告合整備(モデル)事業 9675万円!整』毛皮堕讃 唇 T5侵害議長三士ほ蔑ろア

Z422丹空語宣言書棟外) 727222|主占星一義 守警EE撃三三塁三会ぞ
河川河内}11改時事業 開川内 i 智義 理 警セ芸 i音。品毒草月
河Jli改構事業 5650万円 に禁 宣伝 移 主主の ・露首

ドらっち、
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詳
し

の等ご千予計
追でみ凶算(

語手事亨醤護
霊六量七は事
億一万、一
行七施円八会
ーい千設で百計

警五車譲宅手義
三三寸-E尋互古と二二く
万九万業が億)
円勾三円費 、ι の

骨折j産な L

Z号俸

勤続四年

勤続25年

勤続出年 47.5 

最高隈度額 60.0 

そ同地内加算措翠

通職時特別昇給

勤勉

と輯率) 結

t20年 23.8月分 42.75月分

担5年 32.05月分 54.72月分

間5年 54.25月分 77 .805月分

5理度額 57.85月分 82.251月分

〉龍町加算措誼 制度なし

食時特別昇給 勤続10年以1:.20年未満

号給、勤続四年以上 2号結

市

(60年支給割合)

期末

i期 0.58月分

j期 1.585月分

i期 2.01 月分

十 4.175月分

埋平

皆同1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された乎的

1月31B(金)-2月28(臼)

妙高村鯛溢泉

務大宮転、回転、距離

~IJ 壮卑紹(満36競以 tのもの)、成

年組

喝事力召料 17，000円(パス、宿泊費、大会

費 用7pノ

・申し込み参加希望者は、所定の申込用紙一二三巴

に記入のうえ、参加料を添えて、 1 月 24 日~"

(金)午後 5時までに、 n日へ申し込む。
教育委員会体育霊祭(見附台体育館内電話31

~3060) 市民スキー選手権大会保

沼

崎

噂

種

級

制
開
会
・

上海一議豪州一教幾ーウ)1;ムチー北家

。期間 61年 4月27日(日)

~5 月 6 臼(火)

く〉参加費湾 488，000内

ひらつかカルチャー教察関設5均等書記念

期し込み市炭センター

霊童書苦32-2235JII村程章一意書(花水小5年〉の作品



(5) 冠王縄野

4、職員泊朝怪轄の状況 (60Jr.4}j 1 H品約)

区 分

挫の1考委交をいつも的てある。

弘一融行離職帯の噂輯~11l艶鎚盤的状況 (60 {j .4 月 1 日現在)

，.')1¥ 1< 話取 i注 係 以 H 
参 J'，}中? f与 ik r，ljJ 

6人 577人 1，578人

0.4% 36.6% 100ヲ1;.

1.6タら 8.9~ら 17 .9~u 24.3うか。 9.7ラゐ 1.3% 36 .3~/a 100ラ6

1.39-0 各3多υ 15.59;。 26.1ヲ。 9.5;;--<) 4.9丸 36.4% 100ヲ。

員髪ヴ'1ふ IIj(7)肋" 条例にふづく胎判ム的存糾何分による靴II粒ごある。枕叩 (1');♀

職務内子?とは、それぞれの守叫にする"ム(nな事攻れてある e

7、特別葬轄の状況

[互 合 計 i一般行政i湾攻 IH 労組分

1，016人 580人

24人 10人 14人

1.59-0 I 1.0タョ

58ij !l1. 

宇寺盟繍毅の報鱗毒事の状況(品自主手4月 1臼現往)

ウt

窓療に利用できます。(費華料務放)
調査女曙窓 卓球、パドミントン、パスケット、

軟式鹿球 (13~16時)、ハレー一 (16--即時〉

疑各調罰とも、ラケット、シャトノレ、ポーんは

必ず各自持事役。(体育館には用意しでありませ

ん')

l月27認 (汚)午後 l 待~8 草寺

2月313(fl)庁
2 J寺178(月) 1I 

60年度各会計JjIJ予繁(9月末現在)

一般会計 448織7303方向 46.3% い

特別会計 520矯1139万円 53.7% ):: 

競輪事業 265億 1143万円 27.4% i; 
国民健康保険事業 65億 3433万円 6.8% 主主

4i意1207H円 0.4% 主

66穏8500万円 6.9% 安
1億 8311万円 0.2% ず

9416万内 0.1% ~ 

5596万円 0.1% 。

2594万円 0.0% 

都市改造事業

下水道事業

農業共皆事業

食肉センター

交透災害共済事業

水産物地方卸売市場

総合公爵用地取得事業 13億8518万円 1.lI% 

老人保健室揮事業 52億2614万円 5.4% 

市民病焼事業 41億8145万円 4.3% 

交通救急センター 7億 1662万円 0.7% 

重す 968犠8442万内

む
こ
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凶
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誓
一
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園

み
抗
誠
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れ

ん

噛

60若手度ーす宜会計量輩出予算(9月末)

議会費 4億3111万円農林水産業費 14億 1428万五
"♂者パ

総務費 46億 344万円消防費 16億9125万円~~

民生費 74億 677万円教育費 79僚 1342万円安婦

衛生費 43億 7776万円公演費 25億 3942万円ぞび
いを

労働費 3億 3064万円諸支出金 26億 8662万円る示

簡工費 8i意4041万円予備費外 1億 1466万内 o Le. 
土木費 105f意2325万円歳出合計 448傍7303方向 六

分!平壇市| 思

13，800円 13，200円

5，400円 ム200円

9，000円 8，900円

1，000円 1，000円

当

。
手
る

職

あ

遣

で
減

額

度隈
上以

円

M

0
 
2
 

0
 
1
道

町

片

費案者用手間機通交

翼耳腐 1 J'!15 箆(水)~218(火)

会場ひらつか市民プラザ

・内容 ①平塚市内の名所、 1日跡、聾毘光地をノて

ネル写真で紹介。②「平塚市の史跡と観光百

選」新刊本の販売。③市内のハイキングコー

スの紹介。④平塚銘菓の紹介、即売。⑤郷土

誌の紹介、部発。0:茶席を開設(祝日、土、

自のみ)
運動のできる服装で参加し、上ばき用白運動

ぐつを用意してください。〈賠内は土足厳禁で

すJ 盤技場内での飲食は禁止です。
拍車 体商童家電電盟国一3060 平塚市観光協会
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小鋭・文学

南の日の釣師むために

D.パウナル(揖か)編
「雷箇J自分析研究 畏菩JII 泉踊

男と女由吏差点 神津カンナ

酒の肴になる話 矢口純

近くてそして遣い仲 吉行淳之介編

yamato/ 辺見じゅん編

絶対いいわけ辞典 現代言語セミナー

カウントダウン・ゼロ 窟揮兵士の黙示晶一

オーピル・ケリ

トーマス・サッファ

大西百人

田辺聖子

林謹舟

別府恵子編

運命の賭け

111柳でんでん太揖

サハリン物語

アメリカ文学にお貯る女性曲

家庭・生活

私はこれでタバコをやめました 川瀬逸子

住まいのエクステリア 講談社編

図解家具づくり入門 永雄五十太

賢い子どもの育て方 七間庭

「アイデア商売」はこんなに儲かる

大山登

槌田 s.O

転車問イ圭イ丸子

講談社編

未来へ生きる貴を求めて

老人のほけ対策と介謹法

社会科学・その他

故望の体制 'J、林道樺
子どもと悪 クリスティアーネ・ 1レッツ

150年自の福沢諭吉 内山秀夫編

黄河源流を探る 読売新聞社

平安費旗の生活 有精堂輔集部輔

親子で読める天皇日本史 杉田幸三

日本人と韓国人ここが大連い 豊田有恒

21世紀をデザインずる 日刊工革新聞札編

クレジット貸せる人・捷せない人 川井敬

アメリカ留学四手引き ジャパンタイムス編

口マンティックーアメリカ食物誌

今111加代子

酒繕酒をめぐる人生 10 0話 坂翁〉之さ

国際結婚ツカレルネー 中妻子アン

宇宙はなぜあるのか p.c.w.ディウィス

• 2月15日(土〉 豊田公民館
・2月22日{土〉 項賀公民朗

. 3月14日{金) 神田学校校庭

※このほか、 2月、 3月に平塚の野鳥属、野

鳥観察舎を開く。

台体舘日 華遇月暗日、 1月15日、月末

会博物露 乎 254主義関町12一括笥鎮君33-5111

合少年少女絵在留巡回展

第 34聞神崇川県少年少女給i欝麗の中から、

平揮、大輔、二宮町子冬の入選作品を麗方、0

・期間 1月四日(土) -1丹羽臼(金)

・時間 9時へ 21時

合掬芸喜教3霊・ニtと炎に託して
初歩の陶器製作を学よ。〈申し込み制)

・日平塁 2月 8日、 2月22日、 3汚 8日

・時間 18時30分-20時3C分

・対集背年、 般 30人

・材料費 自己負担

台体舘自 毎週月曜日、 l.F.116日、 2月11沼

会青少年金輯

〒254浅間町12一割懲輯32-7029

。量豊田本郷遺跡展

豊田本郷遺跡からの出士連物や、調査写真

を展示する。

.2月H日〈金) ~16日(日〉

。農を見る金

望遠鏡で月や星座を罰事する時間は18時か

ら20時まで。小学生以下は、大人と一緒に害

加を。なお、雨天等のときは、公民館でスラ

イドを慣って星の話をする。

畳間公民館

女自然観察会(生物)

。冬の士山を訪ねて

冬の鳥や、けものの生活の跡などを揮して

'];く。〈やや憧脚内き〉

.Il時 2n9け (1日 8時-17時

・コ←ス伊勢原 下社大山山周ヤピツ

峠費f
・申し込み 1 Ji3111までに特捜はがきで。

多数のときは抽せんで30人。

すプラネタリウムの投影

1月、 2月のテーマは「ハレー茸星はなぜ
来たか」で、現在の牽お蓋と、そこに至る生い

たちを考えるo

・投影田時土瞳日 14時、 15時30分

日曜日 日時、 H時

・観貰料 1人100円(当日 9時から発売)

台移動博物館

-間出室、参考室 9時-16時 50分

-こども室穴~土曜日 13時 -16時50分

日曜日 9時-16時間分

食休鰭臼 毎週月曜日、 1月15日、月末

uG日覆招瞳 9254港計簡荷J12-41簿癌31-0415

す映商会

。 2月 9日(自) 10時、 14時・ 3階ホール

r'J<醍J1時間36分井上靖の小説を新揖
兼人カ~yナリオ化した増村保造監督作品。主

横は山本高Jc子、管胤誠一、川崎敬。

会こども号提言覇会

。 2月四日{日) 10時、 14時 ・3階ホール

「アジパハと40匹の盗賊j 1時間 4分 先

祖の宝を暗い返し、平和を取り壊そうと間躍

するハックす年と39匹の長編まんが。

合16ミリ映写機操作講習会

16~'1暁写機の操作技術を惇樽していただこ

うと、講習会を開く。睦 f者には、認定書を

究付する0

・期日 2月21日〈金) ---2 )j2211 (1'.) 

・時間 9時 15分-16時

・会場関事館 3階会議室

・対草 市内在住、布動、在 'f;符 30人

・曹用 500円〈テキスト内〉

・持書するもの 昼食、はさみ‘筆記用 H
・申し込み 2月四日〈水)から凶書簡出聴
覚ライブラジーで受け付ける。

合開蝿時間



醐対象 2識 6か月まで田乳兵力児

盟会場平壇楳檀所

踊目標 2月 3-目、 17目、 24日

曜時間午前9時-10時30分

関申し込み電話で平場保揮所 {32

0130)へ予約する。できるだけ先

に乳幼児歯科教室の受講を。

盟会場保韓センター

覇空付午桂 1時-2時

盟母子瞳長貸手帳本冊・別冊と筆記用

具と歯ブラシを持害

2月13日 59年 8月生

2月25日 59卑 8月21日-31日生

( 3描i尼]毘横査も行うので、おし
っこをさせないでご来場を。

2月 6日 57年12月 1円-10日生

2月20日 57年 12月1]日-20日生

2月278 57年 12月21日-31日生

ぢゃん
す平壇市撫子原 7 7 ニッショ

ウ建設(株)に勤務している脇田

明さん (35歳)と文江さん (27

識)の長女。身長72cm、体重9.1

kg、60年 4月11日生まれ。

香ちわんは色が白くて自がパッ

チリ。いつも国がなくなる日ど実

い、あいきょうがよい。早起きな

ので、毎朝日、ってらっしゃいj

とハパを送り出す。おふろはおば

あちゃんが子信ってくれる。向で

もよく食べる足気な香ちゃん。

: く苦言集〉 く応轟〉官製はがきに住所・父母白氏名・串ちゃんの

名まえと生年月日・観の年齢・電話番号・父離の職業

を番いfお出しください。対象は 1年未満のホちゃんです。応募された
はがきは、毎月四日 (20日消印まで〕に締め切り、翌月の広報紙に掲載

します。掲載した蔀ちゃんには、記念写真と掲載広報紙10部を悲しあげ

ますの 〈今月の応轟者は21人でした〉

開あて先 〒'"浅間町 9番 2号 平塚市広報課阜ちゃん募集部。

覇購 2期… 3回受ける j 

-対象 2粛 (24か月)から 4農 i

(48か月)までの幼児。なお、器種

間関は2回、 3間とも 3週間カ、ら 8

週間。

闇揮2期 --1鴎畳ける
・対象車 1期の 3回目が終わって
から 1年以上 Z年健か月以内白期聞

に畳ける。なお、第 1期を早めに受

けて、第2期もなるべく事く 4購ま
でに時了するようにしていただきた

む、。

醐;孟撞 1年以内にケイレン尭作の

あった人は費けられない。

【2月1
26日 中原公民館、金自公毘館、

※岡崎公民館

27日 神田公民語、楽金田公民館、

楽域島公民輯

28日揮櫨センター

醐対象乳幼児

翻相説日 揮週水曜日

輔時間午前9時四分-10時30分

醐会場保韓センタ

輯内容体重制定、栄養、病気、育

て方、予防接種のこと担ど

醐持書するもの 母子僅麿手帳
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ま
じ
み
会
下
内
灯
一
一

瞳

2
瞳

2
輯
輔
盟
関
ク
一
み
な
さ
ん
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
の
と
き
ミ
シ
ン
、
ぶ
ら
さ
が
り
煙
室
ピ
1
ラ
ッ
ク
一

1

1

;

一一

対
象
は
サ
ー
ビ
ス
業
の
方

担当 市民主ンタ一事務局32-2235

ぎ 2月22日 (ニ土)
午種2時30分間演

ところ市民センターホール
指 揮ミゲノレ・ゴメス・マノレディネス

パイオリン ローラ・ポベスコ

-曲包 ロッシーニ歌劇セラミーデ序曲

メンデルスゾーンパイオリン協響曲外

入場料 2，000円(全席自由)

前亮開蛤 2月18口〈丈)

前暗所・市民センター (32~2235)

・ヤンレイレコード、カマヤストア、稲兄撞楽器扇

サクラ義届本居、ヨネザワ華器居、花水醤I吉、

文栄堂書届、なでしこ委理大11I審底、出口書

底、文林常番活、ひかり堂、友月堂

と

事事多量期務 1111711-1113111 

料 金作者計72.0001')--120， {削II'J

行員UlJl訪Jl)rにより民在る)

使用調耳鶴 4)J 111-62W31J3111 

決 定拙せんにより決定する

申し込み公i材結地課

(警官，ili23-1111内科(423)



マ
県
立
恥
鶴
見
高
等
職
業
劃
練
校
(
横

浜
市
鶴
克
区
一
月
宮
2
4
日
・
電

話
。
四
五
五
七
三
一
一
一
一
二

一
了
科
白
冷
浦
空
調
、
測
量
、
建

築
設
計
、
ブ
ロ
ッ
ク
遊
園
ほ
か

マ
県
立
去
長
高
等
職
業
訓
練
校
(
横

項
賀
市
公
郷
三
一
二
二
一
・
電

話
。
四
六
八
!
日
j
一
二
八
九
)

・
科
弓
電
子
筏
縄
経
営
事
務
、

経
逗問
い
合
わ
せ
は
平
塚
公
共
職
業
安

定
訴
(
電
話
れ

O
一
O
O
)
へ。

マ
試
験
台
2
月
H
日
(
金
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
市
業
務
謀
庶
務

悔
(
内
綿
四
四
八
)

員
、
公
職
に
あ
る
者
、
県
政
モ
ニ
タ

ー
経
験
者
は
除
く
)

マ
謝
礼
年
一
万
七
千
円
以
内

マ
任
期
工
年

申
し
込
~
み
一
用
紙
は
、
塑
南
地
区
行

政
セ
ン
タ
ー
県
民
課
(
暗
雲
拍
n
i
二

七
一
二
、
市
役
所
市
民
相
談
室
に

構
え
て
あ
る
。

国
す
る
ご
と
に
な
っ
た
方
の
、
身
元

引
受
人
と
な
っ
て
い
た
だ
け
る
法
人

を
募
集
し
て
い
る
。

詳
し
く
は
、
県
援
議
議
(
電
話
。

四
五
ニ

O
一
一
一
二
)
へ
。

円
-
社
団
法
人
平
塚
建
設
業
協
会

五
十
万
円
、
ふ
じ
み
野
あ
ゆ
み
金
山

崎
し
ず
え
二
万
円
、
花
水
地
区
さ

く
ら
金
五
千
円
、
ト
ヨ
タ
オ
ー
ト

神
奈
川
(
株
)
社
友
会
三
十
三
万

二
千
百
二
十
円
、
熊
沢
ス
ズ
五
千

円
、
全
投
連
一
万
二
千
七
百
五
十

円
、
相
撲
電
機
製
作
所
椎
野
薫
三

万
円
、
中
売
会
婦
人
部
一
一
万
尚
、

林
ノ
ブ
二
千
四
百
四
十
円
、
撫
子

原
熊
沢
五
千
円
、
平
塚
市
箇
笠
育

牢
申
年
記
念
事
業
実
行
垂
員
会
コ
一

千
二
百
五
十
四
円
、
平
塚
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
一
一
一
万
円
、
平

塚
た
ば
v
」
商
業
協
同
組
合
婦
人
部

十
万
円
、
神
襲
流
剣
難
柳
心
会
一

万
尚
、
今
村
功
五
万
円
、
中
村
伝

五
部
↓
千
円
、
小
鍋
島
葉
月
会
秋

山
春
江
三
万
円
、
(
有
)
つ
く
し

看
護
婦
家
政
婦
紹
介
所
一
万
円
、

高
村
酉
高
寿
会
会
員
一
一
同
一
万

円
、
す
み
れ
会
代
表
中
川
美
津
子

十
万
円
、
錦
町
公
翠
議
会
代
表
小

宮
梅
雄
一
万
九
百
四
十
三
円
、
閣

部
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
宮
田
万
一

千
五
百
八
十
八
円
、
木
幡
玲
子
一

万
二
千
三
百
五
円
、
明
神
せ
い
四

千
九
百
円
、
平
場
市
民
病
院
・
病
際

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
T
リ
↑
ア
ィ
1
宰
〈
戸
行

委
員
十
八
万
円
、
匿
名
五
千

円
、
匿
名
一
万
円
、
安
部
義
行

三
千
四
百
九
十
九
円
、
立
花
産
業

(
株
)
四
千
五
百
九
丹
、
湘
央
建

設
組
合
中
央
支
部
二
万
四
千
六
百

二
十
六
月
、
山
本
眼
科
医
院
一
一
…
4

六
百
四
十
九
円
、
平
嘩
市
中
央
農
業

協
同
同
組
合
七
万
一
千
八
百
円
、
高

本
野
十
万
円
、
勝
部
洋
子
二
千

二
百
四
十
九
円
、
平
場
キ
リ
ス
λ

教

女
子
青
年
会
一
万
円
、
県
立
平
嘩

工
業
高
等
学
校
M
U
一
間
四
手
百

二
十
八
円
、
本
門
郷
立
宗
上
行
寺
社

会
福
祉
協
力
会
八
万
円
、
一
一
一
糟
仁

和
子
五
千
四
百
六
円
、
崇
善
地
区

民
生
署
員
協
議
会
七
千
五
百
七
十

館

四

円

、

酒

井

弘

治

一

万

同

、

今

井

館

館

館

民

舘

舘

茂

一

万

円

、

福

祉

会

轄

老

人

福

祉

。

民

民

民

公

民

館

民

一
公
公
八
ム
見
公
民
公
セ
ン
タ
!
利
用
者
二
千
百
八
十
八

(
車
賀
水
土
原
公
沢
円
、
奇
設
業
平
理
病
続
八
千
六
吉

田
副
松
調
花
富
中
旭
吉
一
五
十
五
円
、
東
京
ガ
ス
(
株
)
帝
塚

山
川
∞
印
判
∞
却
日
目
営
業
前
一
一
一
万
一
一
一
千
四
十
円
、
大
庭

リ
、
夕
、
夕
、
，

o
o
rト
ド
韓
了
菊
地
正
語
一
千
円
、
普
明

;

1

5

5

1

1

1

1

 

会
教
団
小
田
原
支
部
二
万
円
、
平

M
M
揺
舘
舘
舘
暗
躍
館
木
敏
勝
一
万
円
、
小
原
流
小
悶
車

ゴ

毘

民

民

民

民

民

長

L
公
公
公
公
公
公
公
支
部
平
理
分
室
代
表
中
溝
一
松

沼
田
野
田
酒
田
崎
自
万
二
千
八
百
七
十
六
円
、
平
壇
市
勤

E

神

大

豊

域

金

間

金

P
A
1

考

労

会

賠

二

千

三

百

四

士

一

一

円

、

中

づ
ノ
同
月
∞
話
回
日
却
印
日
村
警
一
郎
五
万
円
、
川
榔
一
一
水
会

2

3

3

3

0

0

0

1

五

千

円

i

!

1

1

1

1

1

 

〈
平
阜
市
社
会
福
祉
協
議
会
〉

中間報告の形で北里博士に報告し

戸
山。

こU)報告は、志賀潔が同じ方法

で志賀菌を発見し、同年末、その

報告書を蝦富学雑誌2~に所載した

2か月前のことである。なお、こ

の縄本は躍にも送られ、自分の尭

克した蔀痢菌と全く向じであると

の確認を得ている。

覚は、この桂ジフテリアと取り

組み、同37革には血清の製造を開

始し、以来、北盟研究所や地方自

開業医にこれを世蛤していた。

また、市内に創設された臼本蟻

尭物製造会社が大正8年 (1919)

E本海軍に買収されて海軍火薬障

となり、庶務部が設寵されると、

その要請によって研究費材を寵用

させ、措理に基づく斡揮の麗聞を

踊っている。

党は、昭和21年(1946)81競白

高齢をもって投するが、その間、

地曹は大かさず来診・柱診にこた

えた。また、中郡立農学梗、金

目・問時・吉沢各ノJ"学校等の枝盟主

を兼ね、医撰機関白乏しかった当

時として、地方自人々申告豆曜に格

生をささげ、その功績も大きかっ

た。

減おたずねは市史輔さん時

{曙髄31ー倒29)へ{文費出井弘)

> 78 < 

マ
臼
程
1
月
初
日
、
2
月
6
目、

2
月
日
目
、
2
月
日
日
午
後
2
時

却
分
1
3
時
却
分

マ
会
場
平
嘩
一
消
費
生
指
セ
ン
タ
!

マ
テ
!
マ
ど
う
変
わ
る
私
た
ち
の

暮
ら
し

・
内
容
円
と
ド
ル
の
動
き
と
暮
ら

し
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
(
生
命

工
学
)
が
ひ
ら
く
未
来
は
ほ
か

マ
申
し
込
み
先
県
平
理
消
賢
生
活

セ
ン
タ
ー
(
権
問
鴫
7
階
・
電
話
詰
詑
!

四
O
九
四
)

市
十
四
暗
共
帯
構
院
付
属
准
看
護
学
践

で
は
、
品
看
議
学
生
を
募
襲
ず
る
0

7
資
格
中
、
高
卒
者
(
見
込
み
可
)

マ
入
学
試
験
2
R
m
B
(
木
)
、
2

丹
羽
目
(
金
)

ヤ
願
寄
締
め
切
り
2
月
口
日

問
い
合
わ
せ
は
、
唯
看
護
学
罷
(
篭

話
器
一
九
五
O)
へ。

潮
時
数
モ
ニ
タ
i暫
骨
量
昭
一

マ
募
集
期
間
1
月
訪
日
(
木
)

j

t

J

2
月
日
日
(
土
)

マ
資
格
加
藤
以
上
の
県
民
(
公
務

マ
聾
静
ブ
ロ
ッ
ク

Z
局
計
白
(
月
)

午
桂
1
時
3

3
時

7
補
聴
器
相
談
(
援
学
判
定
は
行
わ

な
い
)
1
月
日
自
(
木
)
午
前
日

時
目
立
時

会
場
は
平
理
市
福
祉
会
舘
。
問
い

合
わ
せ
は
、
市
福
祉
総
務
課
蚕
生
需

祉
係
(
内
綿
一
一
二
三
へ
。

マ
県
立
湘
隅
技
能
訓
練
セ
ン
タ
ー

(
平
塚
市
東
八
幡
4
1
日
i
4
・
電

話
回
一
九
六
回
)

E

科
呂
自
動
車
整
備
、
イ
ン
テ
リ

ア
サ
ー
ビ
ス
、
ブ
ロ
ッ
ク
建
第
ほ
か

マ
県
立
藤
沢
高
等
職
業
訓
練
校
(
藤

沢
市
川
名
ニ
九
O

二
・
電
語
。
四

六
六
回
二
回
二
五
)

ム
科
目
増
報
処
理
、
ア
パ
レ
ル
技

師
川
、
デ
ザ
イ
ン
ほ
か

志賀探り赤痢菌(志賀菌)の尭

見は、世界的憧業として、多くの

人の知るところであるが、そのこ

ろ、この病菌と全く同じ型の菌を

尭見した人が市内に居住していら

れた。露木覚その人である。

覚は、慶応 2茸 (1866)、市内

山下(当時淘鞭郡山?ご村)同苗次

郎左高門の 3男として出生、問地

で育ち、母の助言によって皇室師を

志して上京し、酒生学舎そのf加こ

で瞳業。明治21年 (1888)、後期

試験に合格して免許証を樽、タiめ

群馬県下で開業したが2年ほどし

て掃榔し、市内(当時金自村〉南

金自において露木医院を創設し、

その初代続長となった。

もともと科学医療に惜していた

が、開拓年の当地方における捧

痢、 28年のコレラ流行に際会し

て、その病聴をつき止めるべく、

ドイツのカ ルライヘルツ氏製自

顕撒競を購入した。この顕微鏑

は、精巧で高価。当時の購入台数

は、全闘で、東京、京都両帝国大

学各 1台等教台であった中の Z台

という。そして、北里柴三郎の指

導を得て院内に細臨研究所を創設

し、実験用の馬・羊・モルモット

を餌育して実験に励み、同30年、

患者の檀カ、ら蔀痢舗を発見して、

市
で
は
、
昭
和
田
年
度
亨
塚
市
公
共

下
水
道
排
水
設
備
技
術
者
試
験
を
実

施
す
る
。

マ
費
け
付
け
3
月
初
日
(
月
)
J
i
!
?

1
月
出
日
(
金
)

マ
場
所
市
役
所
4
階
業
務
課

中
箆
残
留
日
本
人
孤
児
で
、
身
元

が
判
明
し
な
い
ま
ま
臼
本
に
永
住
帰

不
動
産
む
安
全
な
取
り
引
去
を
す

る
た
め
の
説
明
金
が
開
か
れ
る
。

マ
日
時
1
月
同
日
(
土
)
午
後
1

時
1

4
時

マ
会
場
平
塚
市
勤
労
会
館

マ
問
い
合
わ
せ
先
市
地
域
づ
く
り

課
市
民
相
談
室
(
内
雄
一
一
九
一
一
一
)

昨
年
十
一
月
三
十

臼
務
鐙
唱
し
た
が
、

一
ニ
十
分
た
っ
て
も
広
報
無
線
か

ら
何
の
お
知
ら
せ
も
な
く
、
消

防
の
防
災
関
係
に
嗣
問
い
合
わ
せ

て
も
、
何
も
わ
か
ら
な
い
と
の

ζ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
は
大
変

不
安
で
、
ふ
ん
ま
ん
や
る
方
な

い
。
こ
の
一
停
電
の
対
応
に
つ
い

て
う
か
が
い
た
い
。

〈
抜
高
一
叫

A
氏
v

、uh
u
l

十
一
旦
一
干
白

一一

11:日
午
前
八
時
三
十
二

分
ご
ろ
の
停
電
は
、
市
内
一
斉

で
あ
り
、
市
館
前
も
突
然
停
晶
唱

し
ま
し
た
。

世
事
北
京
電
力
へ
電
話
で
醐
問
い
合

わ
せ
た
と
こ
弓
、
惑
し
中
予
連

絡
が
つ
き
ま
せ
ん
。
急
拠
、
東

京
電
力
へ
行
き
、
原
翠
守
を
蘭
い
ま
市
内
一
円
が
停
電
し
て
い

き
ま
し
た
が
、
わ
か
ら
な
い
と
ま
ず
〕
と
防
災
無
線
で
放
送

の
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
、
と
し
ま
し
た
。

「
た
だ
市
役
所
に
は
、
市
民
の
皆
さ

東京電力と協力し紡災無線で

事故があった東京勢力海南自勧告IJ榔所

とき

で
の
経
騒
を
増
や
す
た
め
に
、
い

ろ
い
ろ
な
集
ま
り
に
A
君
を
晶
子
お

さ
せ
ま
し
た
。
家
で
も
、
言
葉
を

学
習
さ
せ
る
た
め
の
計
簡
を
立

て
、
躍
し
く
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
、

A
君
は
集
岱
に
な
じ

め
ず
、
言
葉
も
覚
T

え
ら
れ
ま
せ
ん
。

い
ら
だ
っ
た
お
母
さ
ん
は
、

A
君

に
手
を
上
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
お
母
さ
ん
が
焦
れ

自
閉
症
児
の
よ
う
な
清
緒
障
害
ば
罷
る
ほ
ど
、

A
君
田
行
動
は
落

児
を
持
つ
親
は
、
子
供
の
将
来
そ
ち
着
き
を
失
い
、
気
持
ち
も
離
れ

考
え
る
と
き
、
ど
う
し
て
も
親
り
て
い
き
ま
し
た
。

期
待
が
強
く
出
て
し
ま
う
場
合
が
部
農
の
隅
で
小
さ
く
な
っ
て
い

あ

る

よ

う

で

す

、

る

A
君
を
見
た
と
き
、
お
母
さ
ん

A
君
は
、
3
揖
ご
ろ
か
ら
言
畢
は
初
め
て
期
待
だ
け
を
先
行
し
て

の
遼
れ
が
自
立
ち
、
お
母
さ
ん
が
き
た
自
分
に
気
付
い
た
の
だ
そ
う

い
な
く
て
も
平
気
で
あ
ち
こ
ち
控
で
す
e

き
ま
わ
り
、
呼
び
掛
け
て
も
反
応
「
A
君
に
は
A
君
な
り
の
成
長

し
な
い
子
で
し
た
。
コ
二
一
一
一
↑
一
審
の
ベ
:
ス
が
あ
る
は

A
者
の
様
子
を
お
か
恥
リ
ノ
一
」
、

F
ず
な
白
に
、
自
分
は
還

し

く

思

い

、

議

童

謡

記

弓

卒

れ

て

い

る

こ

と

ば

か

を
尋
ね
た
お
母
さ
ん
一
二
一
か
一
戸
寄
り
気
に
し
す
ぎ
た
の

は、

A
君
は
多
分
自
問
一
に
}
7
1
A

明
れ
で
は
な
い
か
」
「
ご
の

症
で
あ
ろ
う
と
奮
い
誼
務
、

d
パ
は
ま
ま
で
は
、

A
君
白
状

さ
れ
ま
し
た
。
お
母
さ
号
耳
元
ー
ミ

f

噛
が
ま
す
ま
す
悪
く

ん
は
匹
針
の
言
葉
に
強
い
シ
ヨ
ツ
な
る
だ
け
で
な
く
、
親
子
間
部
ま

ク
を
受
け
ま
し
た
。
あ
わ
て
て
い
で
が
悪
化
す
る
の
寸
拡
な
い
か
」

く
つ
か
の
治
標
機
関
を
歩
き
ま
わ
と
心
配
し
た
お
母
さ
ん
は
、
研
究

り
ま
し
た
が
、
薬
で
は
あ
ま
り
効
所
へ
相
融
に
み
え
ま
し
た
。

果
が
な
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

A
君
田
ベ
ー
ス
と
、
肖
台
の
期

将
来
を
心
配
し
た
お
母
さ
ん
待
と
の
接
点
を
み
つ
け
る
こ
と

は
、
そ
れ
な
ら
自
分
の
力
で
A
君
が
、
お
母
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
仕

の
能
力
を
伸
ば
そ
う
と
考
え
、
外
事
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

⑧紅谷町憲主葱主轟 ......，..・..・....130枚

午前8時から午後日時まで入出場できる

⑧鋳菌7軍主主撃場 .. .，‘。。。…ぃ.....1∞枚

白ー祝日を除吉、 24時間利用できる

を旬、

4月 1日から62'手3月316まで

1か月10.000FJ

1 月 21日(火)~注目(金〉

駐車場と市民相談室

fす 2月 1a (土) ~7 臼(金)

間駐車場

※申し込み多数のときは抽せん。詳しいこと

は、市開発公社(篭話23-11lH有線335)へo

し

(
敬
称
略
)

マ
社
章
構
祉
へ

磯
崎
輝
夫
一
一
千
円

守
交
通
逮
捕
見
へ

小
林
レ
ン
タ
カ
ー
五
万
四
千
百

七
十
二
円

マ
慈
ま
れ
な
い
児
へ

匿
名
二
万
円

寸
心
身
離
聾
兎
へ

大
谷
七
部
九
千
百
五
十
五
円

マ
撃
議
祉
義
金
へ

市
授
所
目
入
金
一
千
円
、
横
浜

大
洋
球
回
、
ニ
万
一
一
千
三
百
一

-苦邑

ん
か
ら
多
数
問
問
い
合
わ
せ
が
あ
東
思
電
力
で
は
、
市
良
の
皆

り
ま
し
た
が
、
原
田
制
等
が
わ
か
さ
ん
に
ご
迷
惑
か
け
た
こ
と
を

ら
ず
対
応
に
留
り
ま
し
た
。
陳
読
し
、

A
1後
万
全
を
閣
制
す
と

そ
こ
で
、
二
度
と
こ
の
よ
う
と
も
に
、
事
故
の
ξ
き
は
市
、

な
事
騒
が
起
き
な
い
よ
う
対
応
消
防
宇
都
へ
第
一
報
を
入
れ
対

に
つ
い
て
、
選
旦
電
力
に
強
く
処
し
て
い
く

ζ
市
へ
確
約
し

要

望

し

ま

し

た

。

ま

し

た

。

〈

広

報

課

v

く〉巡街活穣/1月16日(木)10時-12時溝製作
所・ 13時-15時情麟製パン/1月三7日(金 10

時-15時・ 1月21日(火) lC時~日時・ 2月24日

(金) 10時-15時古河電工/1月30日〈木) 9 

時半~ 平塚江南高校/2月 3日(月) 10時~日

時不二軍/2月 5日(水) 10時-15時駅南口

(農協ピル前)/2月 6日(木)10時-15時駅北

口/2月 8日(土) 10時-15時ダイクマ(平嘩

中郡薬剤師会)/2月13日(木)10時~15時日産車
イ本

一蹴極ご協力ありがとうご正ざいましたー
東梅犬学489人、関西ベイント350入、キャノン

コンポーネント開発センタ-140入、五積ケ台高校

137人、東海大学ローターアクトクラブ87人
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